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　日本音楽療法学会の二俣泉副理事
長による講演が5月13日、オンライン配信
で行われた。幅広い領域にまたがる音
楽療法の現状と国家資格化の動きにつ
いて、実例も交えて分かりやすく伝えて
いただいた。もともと2年前に予定され、コ
ロナ禍によって延期になっていた講演。
時間が経っても陳腐化しない内容で
あったのはありがたいとはいえ、ある意味
もどかしくもある。というのは、国内ではい
まだ音楽療法が十分理解されず、普及
していない状況が続いているからだ。

●音楽療法に必要な5条件

　二俣氏は、音楽は魔術や宗教と結び
ついて古代より健康回復のために使わ
れていたとしたうえで、20世紀半ばより
医学・心理学などの科学的知見を踏ま
えて発展してきたのが、現代の音楽療
法であると説明した。すなわち、①教育・
訓練を受けた有資格者（音楽療法士）
が②治療・支援が必要な対象に③目的
をもって④計画的に⑤音楽を使用す
る—という5条件を満たすものであり、自
分で好きなCDを聴いて癒されるといった
ものは正式な音楽療法と呼ばない。②

ラリアの自閉スペクトラム症児の事例を
紹介。最初はコミュニケーションを取るこ
とが難しかったのが、音楽を介してセラ
ピストとの交流が生まれ、そのなかでいく
つかの言葉とコミュニケーション能力を
獲得し、小学校に入学するまでが描か
れていた。

の対象者は、新生児から高齢者・終末
期まで実にさまざまである。⑤について
は、対象者が音楽体験をするということ
であり、聴く、歌う、楽器を演奏する、即興
をする、身体を動かす、作曲する—など
の体験の種類を対象者のニーズに応じ
て選択する。
　こうした内容については、現在修士
2年の筆者も学部2年のときに授業で聴
き、それまでぼんやりとつかみどころのな
かった音楽療法の輪郭が見えてきて、
他人に説明できるようになってきたもの
だった。とはいえ、理屈だけではやはりイ
メージしづらい。そこで、二俣氏は対象と
なる代表的な疾患・障害ごとに、実際の
様子を動画で紹介しながら説明した。

●ASD・知的障害など、音楽で

　コミュニケーション改善

　まずは、自閉スペクトラム症の子どもで
ある。コクラン・ライブラリーによると、音楽
療法はプラセボもしくは標準治療と比べ
て社会的な相互作用、非言語的および
言語的コミュニケーションスキル、働きか
け行動および社会・情動的相互性の点
で優れていたという。動画では、オースト

●2022年5月例会
音楽療法の現在と未来
〜多様な実践・国家資格化について〜 
　　　二俣泉さん （日本音楽療法学会副理事長、昭和音楽大学教授）

▲二俣泉さん▲二俣泉さん

報告・三浦直美

二俣泉（ふたまた・いずみ）さん 
1989 年 国立音楽大学器楽学科卒業、同大学院

（音楽教育学）、筑波大学大学院（障害児教育）
修了。96 年ノードフ・ロビンズ音楽療法オーストラリ
ア卒業。日本大学芸術学部音楽学科助手、東邦音
楽大学准教授等を経て、2022 年から昭和音楽大
学音楽芸術運営学科音楽療法コース教授。著書に

「音楽療法を知る−その理論と技法−」（共編著、
杏林書院）、「音楽療法曲集・静かな森の大きな木」

（共編著、春秋社）などがある。
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　効果の理論的背景として、コミュニ
ケーション能力の発達はレンガ積みの家
のようなもので、土台となる能力が不十
分では上層の能力が獲得できないとし、
抜けている能力を教育・訓練でつくり出
すために言葉以外のコミュニケーション
手段として音楽が必要なのだという。
　次に、知的障害の事例。特別支援ク
ラスを卒業し地域での就労への移行期
にある青年らを対象に、彼らを精神的に
支え社会性を促進することを目的とした
音楽療法のアメリカでの実践例を示し
た。この中で使われていた音楽は、年齢
相応の少し大人っぽいものだ。青年ら
は、簡単な楽器操作で充実した音楽体
験ができるよう工夫された合奏を楽しん
でいた。

●認知症BPSD改善に効果

　続いて高齢者のケースでは、認知症
のBPSD（心理行動症状）などに対す
る効果を紹介。エビデンスレベルは高く
ないものの、音楽療法はBPSDに対す
る非薬物療法のひとつとして診療ガイド
ラインにも掲載されている。認知症が進
み言葉によるコミュニケーションが難しく
なった人とも、言語を介さずコミュニケー
ションが取れるということが、効果の背景

にある。BPSDは介護が困難になる最
大の要因であり、介護うつ、介護殺人な
ど社会的悲劇も生む。高齢化で認知症
患者が今後ますます増えるなか、非常
に重要であり、音楽療法をもっと活用し
てほしいと願う領域である。
　緩和ケア領域の音楽療法について
は、実例を含めて紹介したテレビ番組
の映像を提示した。数値やエビデンスで
効果が示しにくい分野だけに、実際の
映像が語るものは大きい。また、精神疾患

（統合失調症）については、引きこもり、
無関心など陰性症状への対応として歴
史・成果があるとしたうえで、とある精神
科医兼音楽療法士の実践例を示した。

●「音楽療法士」国家資格に

　 立ちはだかる壁

　最後に、音楽療法士の国家資格化
の動向について説明した。日本音楽療
法学会は2001年の発足時より国家資
格化を目指している。03 〜 04年には
法案要項を策定、国会上程の寸前まで
行ったものの、「学会内に意見の不一致
がある」として頓挫した。その後、政権交
代などもあってしばらく動かなかったが、
2017年から公明党を中心に新たな動き
が進んでいる。なかなかデリケートな話

題だが、「音楽療法士」という名称での
国家資格化は難しいことなど、現段階で
の議論の状況を丁寧に伝えた。
　質疑応答では、「国によって音楽療法
の考え方は違うのか」「『音楽療法学』と
して体系化されているのか」といった概
念に関する質問や、「音楽療法士に対
する拠出、報酬はどうなっているか」「音
楽療法を取り入れている病院を探すに
は」といった具体的な質問など多数寄
せられた。
　音楽療法の考え方は国ごとに発展
の経緯・歴史によって異なり、北欧ではコ
ミュニティ中心、ドイツは心理療法的、ア
メリカはそれらを含めて多様—といった
特徴がある。各国から学んだ日本でも実
に多様で、集団歌唱療法といった日本
独自のスタイルもある。その多様性は、日
本で音楽療法の理解・普及が進まない
一因だと思う。比喩を多用し、説明上手
な二俣氏にならい、筆者も実践だけでな
く「伝えること」「語ること」にもしっかり
取り組まねばと考えている。

（みうら・なおみ＝ジャーナリスト、認定音
楽療法士、元時事通信編集委員）

　日本医学ジャーナリスト協会の2022
年度通常総会が5月23日、日本記者クラ
ブ（東京・内幸町）の会場を起点にオン
ライン形式で開催されました＝写真。20
年の新型コロナ・パンデミック以降、総会
はオンラインで開催されるようになり、正
副会長と担当理事・監事、幹事有志の
配信スタッフが会場に集まって実施して
きました。今回は緊急事態宣言やまん
延防止等重点措置の発令がなかったこ

●2022年度通常総会
退任の七野俊明・前監事

「協会は私にとって大きな心の糧」
報告・村上和巳
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ともあり、理事の一部による会場参加が
実現しました。
　総会は午後7時からスタート。正会員
の3分の1以上に当たる117人（委任状・
表決権行使書を含む）の出席を得て、
理事で広報・会報委員長の渡部新太郎
氏が司会を担当し、浅井文和会長のあ
いさつの後、「21年度事業」と「21年度
財務」の報告（議案1、2）が行われ、い
ずれも承認されました。引き続いて議案3

「22年度役員人事（案）」、議案4「22
年度事業計画（案）」、議案5「予算計
画（案）」も承認されました。

　最後に前期で監事を退任した七野
俊明氏が「大野善三会長時代にお声
がけをいただき、幹事、理事、監事と務
めさせていただき、我ながらこんなに長
く続けるとは思ってもみませんでした。そ
の間、役員や会員の皆さんなど様々な
方 と々知り合うことができました」と挨拶
し、「先日もじっくり振り返ってみたのです
が、協会の存在は私自身にとって大きな
心の糧になったのではないかと思ってい
ます」と思いを語りました 。七野氏は今
後も会員として協会に参加していただけ
るとのことです。

　最後の会
員 からの告
知では、オン
ライン参加し
た理事の大
熊由紀子氏
が21年 度 の
協会賞受賞
作品のうち2
作品の書籍化をチャット欄経由で報告し
ました。総会全体は42分で終了し、円滑
な進行となりました。

（むらかみ・かずみ＝事務局長）

■ 通常総会　会長挨拶　浅井文和 ■

　この2年間、新型コロナウイルス感染
症への対応に追われました。協会の
活動を止めない決意で、オンラインで
月例会やシンポジウムを開催してきまし
た。感染症について正確で多面的な
報道をするために、多彩な専門家を講
師にお招きしました。月例会によっては
100名以上の方に参加していただいた
り、通信社の記事になったりと大きな反
響がありました。

　協会賞は昨年、第10回を迎え、優れ
た医学・医療記事を讃える催しとして
定着してきたと思います。昨年は京都
新聞、一昨年は中日新聞が大賞を受
賞しました。東京にいると目にとまりにく
い地方紙・ブロック紙の記事を多くの
方にご紹介できました。
　昨年の総会で私は「会員相互の
交流の場を作る」と申し上げました。昨
年夏からオンライン会員懇親会を開催

しております。今年度も交流の場を充
実させたいと思います。
　理事会では協会の事業全体を見直
し、中期計画を作ることを検討しており
ます。会員の皆様がどのような活動を
求めておられるのか、ご意見をうかが
いたく存じます。
　今後とも会員の皆様には活動への
積極的なご参加をよろしくお願いしま
す。

▲退任の七野俊明・前監事

［ 理事 ］
浅井　文和　＜会長＞
　医学文筆家、元朝日新聞編集委員　

大熊由紀子 
　国際医療福祉大学大学院教授、
　ジャーナリスト、元朝日新聞論説委員

木村　良一 
　ジャーナリスト・作家、
　元産経新聞論説委員

高田　　薫 
　フリーアナウンサー、日本語教師

辻田　邦彦 
　（株）トークス代表取締役社長

藤野　博史 
　フジノ・オフィス代表、
　医療ジャーナリスト、元読売新聞記者

松井　宏夫　＜副会長＞
　医療ジャーナリスト、
　日本肥満症予防協会理事　

村上　和巳　＜事務局長＞ 
　フリージャーナリスト　

村上紀美子　
　医療ジャーナリスト

渡部新太郎 
　（株）日本医学出版
　ヘルスケアアカデミー代表取締役

［ 監事 ］
矢野　充彦 
　一般社団法人国際CCO交流研究所

［ 名誉会長 ］
牧野　賢治 
　科学ジャーナリスト、
　元毎日新聞編集委員　　　　　　
　　　　　　
伊藤　正治 
　医学ジャーナリスト、元共同通信

水巻　中正 
　国際医療福祉大学名誉教授、
　元読売新聞社会保障部長

2022年度 役員一覧
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　長崎大学主催、日本医学ジャーナリス
ト協会西日本支部（藤野博史支部長）
共催の日英公開シンポジウムが3月6日、
福岡市のエルガーラホールを発信会場
に英ロンドン、豪メルボルン、比マニラ、東
京、仙台、京都を結んで開催された。各
国の最前線で治療、研究、政策にあた
る医師たちが率直な意見を交わし、同

時通訳を通じて日本語で593人、英語で
203人が聞き入った。新型コロナパンデ
ミックの変遷と収束を考えるうえで大きな
ヒントに満ちた3時間となった。

●２年前とは違う。

　困難も希望も新たなステージだ

　「私たちは2年前とは根本的に異なっ

た状態に立っている」。昨年3月のシンポ
ジウムに続く登壇となったロンドン大学の
ジョン・エドモンズ教授のこの言葉が、強
く印象に残った。各国とも新型コロナの
変異ウイルス、オミクロン株による大波に
見舞われながらも、パンデミック初期に後
戻りせず、経済や教育、社会的公平性
の議論を進められるステージにたどり着

●2022年3月　西日本支部共催

オンラインで結ぶ日英公開シンポジウム2022
「現在進行形の新興感染症COVID-19
〜緊急・オミクロン株と展望、試される国際社会の連携〜」 

基  調  講  演  ：  ジョン・エドモンズさん　 ロンドン大学衛生・熱帯医学大学院教授
  押谷仁さん 東北大学大学院医学系研究科微生物学分野教授
講 　 　 演  ：  キム・マルホランドさん メルボルン大学教授 
   今中雄一さん 京都大学大学院医療経済学分野教授 
   リア・サヨさん フィリピン国立感染症専門病院・サンラザロ病院医師
ラウンド・テーブル・ ：  座　長＝ シュンメイ・ユンさん ロンドン大学衛生・熱帯医学大学院教授　
ディスカッション    有吉 紅也さん 長崎大学大学院熱帯医学・グローバルヘルス研究科教授　
　　　　　　　　　参加者＝ ジョン・エドモンズさん、 押谷仁さん、 キム・マルホランドさん、
   今中雄一さん、 リア・サヨさん 

報告・竹野内崇宏

機材を駆使し、世界を結ぶ発信会場（福岡市中央区天神のエルガーラホール）
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けたことを多くの聴講者が実感したので
はないか。ワクチンの威力も再認識する
ことになった。

●英国は早期のワクチン開始で　　

　成功し、日本は3密を広めた

　基調講演は「日本で、そして世界で
何が起きているかを検証する」がテーマ
だった。英国については、緊急時科学
諮問員を務めるエドモンズ氏が、日本の
6倍以上となる16万人の死者を出した2
年間の英政府対応を検証した。当初、
検査体制や隔離の不十分さで院内感
染が多発したことを反省する一方、早急
なワクチン接種開始によって重症者が
激減した点に触れて「科学的な成功を
達成できた」と自信を見せた。
　日本側は政府の対策分科会委員を
務める東北大学の押谷仁教授が講演
し、G７内でも死者数を抑えられてい
ることを背景に、クラスター解析によって
新型コロナ特有のリスクを早急に発見し
てメッセージ化に結び付けたことを挙げ、

「子どもですら3密（密閉・密集・密接）
という言葉を知るようになった」と説明し
た。オミクロン株の流行後も「季節性イ
ンフルエンザより高い致死率を下げる努
力が課題だ」とも語った。

●ワクチン開発は「A」だが、

　分配は「D」

　続いて3カ国の専門家による講演が
あった。メルボルン大学のキム・マルホラ
ンド教授はWHO（世界保健機関）コロ
ナワクチン諮問委員の立場から発表し
た。早い時点で各国からワクチンが開発
される状況を「A＋＋」と評価しながら、
ワクチンの分配については「D」「プア」
と厳しい評価を下した。「アフリカではほ
とんど接種が進んでいない国がある」と
指摘した。
　京都大学の今中雄一教授は日本国
内の医療・経済に関わるデータを比較し
た。「コロナ禍でアルコール関連の肝疾
患や膵炎の入院患者が増え、家計のア
ルコール消費額が実際に増加している。

コロナ患者が入院する病院で
は、認知症患者の身体拘束が
増える傾向もみられた」と説明し
た。そのうえで今中氏は「ひとり
も取り残さないよう、（精神保健
も含む）医療、経済、社会全体
を把握する科学が必要だ」と訴
えた。
　フィリピン国立感染症専門病
院・サンラザロ病院のリア・サヨ
医師は、同国の重症治療の最
前線について報告した。2021年でも大
人の致死率が20％、子どもで10％に上り、

「結核やエイズを併発していることも多
い」と紹介し、病院職員の感染が多く、
感染者の5〜6人に1人は再感染も経験
していることも明かした。

●出口までは長く、

　アップ＆ダウンが続く

　各国の報告を踏まえたラウンド・テーブ
ル・ディスカッションは、ロンドン大学のシュ
ンメイ・ユン教授と長崎大学の有吉紅也
教授が座長を務めた。
　有吉氏は「多くの人たちが、パンデミッ
クがいつ終わるのかを聞きたいと思って
いる。出口はいつになるのか」と話題を
提起した。
　押谷氏は「おそらく長くかかる。アッ
プ＆ダウンの凸凹道が続く」と厳しい見
通しを示し、「オミクロン株がどう始まった
かも分かっていない」として「感染者が

重篤になる新たな変異株の出現の恐れ
はなお高い」と警告した。
　エドモンズ氏も「オミクロン株のように
ウイルスはどんどん進化する」と脅威を
認めたうえで、「2年前は世界全体が脆
弱だったが、ワクチンや感染によって免
疫がついてきた。2年前とは違う状況に
なっている」と強調した。
　一方、マルホランド氏は免疫の持続性
や減弱（waning immunity）が重要
な研究分野になっていることを紹介した。

「変異株に広く対応できるワクチンが出
てくればいいとは思うが、おそらくウイル
スは生き延び、問題は長く続くだろう」と
の見通しを語った。
　次のパンデミックに向けた国際協調
と、格差是正の重要性も再確認された。
押谷氏は、SARS（サーズ）やMERS

（マーズ）の出現、2009年の新型イン
フルエンザの発生があったにもかかわら
ず、「パンデミックへの備えを十分にして

オンラインのディスカッションも充実した。上左から押谷仁氏、今中雄一氏、シュンメイ・ユン氏、下左からジョン・エドモンズ氏、
キム・マルホランド氏、リア・サヨ氏、有吉紅也氏

世界各地からの発言に耳を傾ける有吉紅也氏



Medical Journalist 6

　　　

医論異論
その

独裁国家を新たな
国際的枠組みへ

　 

　新型コロナの第6波の感染が落ち着
いてきたと思ったら、中国が上海をロッ
クダウン（都市封鎖）し、北朝鮮が感染
を初めて明らかにした。中国は1人で
も感染者が出たら厳しい規制をかけるゼ
ロコロナ政策に固執し、中国の社会・経
済活動だけでなく、世界経済にも深刻な
影響を与えている。北朝鮮に対しては、
感染爆発で新たな変異株が生まれ、それ
が世界中に広まる危険性が指摘されてい
る。
　5月12日、北朝鮮の朝鮮中央通信が
「平壌で採取された検体から変異ウイル
スのオミクロン株が検出された。国内で
初めての感染者の確認だ」と伝えた。な
ぜ突然、感染を公表したのか。金正恩（キ
ム・ジョンウン）総書記は急激な感染拡
大に対し、これまでの「感染者ゼロ表明」
では治安の維持に効果がないと判断した
のだろう。それゆえ、公表直後に朝鮮人
民軍（軍隊）を投入して防疫に尽力して
いることをアピールし、国民の不安解消
に躍起となった。
　公表から1カ月後には発熱者の割合
が国民の6人に1人（計440万人）を
記録した。それでも韓国の医療支援や国
際的枠組みのCOVAX（コバックス）の
ワクチン提供を拒絶している。対外的に
は支援を受けることで核・ミサイル開発
の中止を求められ、国内的には金正恩政
権の感染対策の失敗を認めることになる
からだ。
　一方、中国最大の経済都市の上海で
は3月28日に東部が、4月1日には西
部も閉鎖された。ロックダウンが解除さ
れたのが、2カ月後の6月1日だった。
この間、上海市民は不自由な生活に苦し

められ、言論統制を受けながらもSNS
を使って抗議や怒りの声をあらわにし
た。世界で初めて感染爆発を起こしたの
が武漢市だったが、2020年 1月23日
から4月７日までの76日間にわたって
封鎖され、このときも情報が厳しく制限
された。

　中国はなぜ、ゼロコロナ政策にこだわ
るのか。習近平（シー・チンピン）国家

主席（党総書記）は武漢市の封鎖を例に
挙げ、「中国は封じ込めに成功した」と
誇ってきただけに、いまさらゼロコロナ
政策を止めることができないのだ。
　しかし、感染力の強いオミクロン株の
封じ込めは難しい。ゼロコロナ政策の効
果は薄く、社会・経済活動に与える弊害
の方が大きい。WHO（世界保健機関）
も「ゼロコロナは持続可能ではなく、方
針転換が求められる」と批判している。
新型コロナウイルスが中国で生まれたと
の疑惑も消えていない。国民を感染から
守って安全な生活を提供するのが、感染
症対策である。にもかかわらず、中国で
は国民生活よりも党と国家の繁栄が優先
される。非人道的で、極めて理不尽である。
　感染症のパンデミック（世界的流行）
対策として、専制・覇権主義の独裁国家
にどう対応すればいいのか。対応がまず
いと、私たちに大きな被害が跳ね返って
くる。中国然り、北朝鮮然り。国連の安
全保障理事会などとは別に防疫上の新た
な国際的枠組みを構築し、そこに独裁国
家を組み入れる必要がある。

木村良一
（元新聞記者）

いた国はなかったと言えるだろう」と指摘
し、自身も職務経験のあるＷＨＯに対し、
「残念だが、期待通りの機能を果たせ
ていなかった」と話した。
　マルホランド氏も「ジュネーブ（WHO）
は最善を尽くしているが、リソースに限
界がある」と述べ、「ＷＨＯの弱体化は
だれにとっても困る。国際的な支援が必
要だ」と訴えた。シュンメイ・ユン氏は「イ
ギリスでも通信デバイスによる遠隔教育

では、家庭の経済状況で生まれる格差
の問題が生じている」と説明した。今中
氏は「コロナは格差など社会の様々な
欠陥をあぶり出した。パンデミックをより良
い社会への奇貨とする必要がある」と
求めた。

（たけのうち・たかひろ＝朝日新聞記者、
西日本支部常任幹事）

共催し、シンポジウム最後に謝辞を述べた
藤野博史・西日本支部長　
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　東日本税理士法人所長の長英一郎
氏が、氏の主宰するオンラインサロンメ
ンバーによる座談会をまとめた「なんか
変だよね」シリーズを出版している。第一
弾が『なにか変だよね！地域包括ケアシ
ステム』、第二弾が『なんか変だよね！電
子カルテ』、第三弾が『なんか変だよね！
診療報酬』である。重要ではあるが、どこ
か「おかしいな」と思わせるテーマにつ
いて論じているシリーズである。
　例えば、実務者らが参加して、事例も
多く挙げながら、今、言われている「地
域包括システム」って、何か変、どうし
たら良いのか、を自由に、かつ縦横無尽
に意見を交わしている。こんな取り組み
がある、行政の役割は、ここを何とかしな
い、まちづくりを考えないといけないね、
など、面白く、なるほどと腹落ちする議論
が満載となっている。
　電子カルテに関しては、例えば、保守
費用についての不透明さが議論される。
ランサムウエアなどの脅威があって、セ
キュリティーの問題も大きくなっているわ
けだが、何を買ったか分からないまま、言
われるがままの保守料を支払わされる感
が「なんか変だよね」というわけだ。診
療報酬に至っては、そもそもの在り方が

「なにか変だよね」と議論されている。患
者の視点で設計されているのか、点数ば
かりに目が行く経営行動をもたらす結果
になっているのではないか、と「ここまで

言って良いのか」と思わせるような内容
になっている。取り上げられたテーマにか
かわらず、地域医療の現場で、特にコロ
ナ禍、withコロナで苦闘する多くの関
係者にヒントとなることがいっぱい詰まっ
ている。
　評者も実は「地域包括ケアシステム」
と「診療報酬」については議論に参加
している。いろいろな立場で医療現場に
関わり、苦闘し、どうすれば「魂」を入れ
ることができるのか、実践、意見を聴き、
評者も知るところの事例、評価などを紹
介し、前向きに議論を重ねた。評者以外
の議論参加者も「なにか変だよね」をさ
まざまに捉え、それぞれの立場から発言
している。それらを読んでいただければ、
何が足りないのか、何を考え行動すれば
良いのかが伝わってくるのではないだろ
うか。
　一貫するのは患者視点であり、現場
視点である。医療現場が何をニーズとし
ているのか、を知って理解し、それに沿っ
た課題解決策を考えていく一助になる３
冊である。

(松村眞吾 
（株）メディサイト代表取締役)

　分水嶺の帯には「そして専門家たち
は前のめりになってルビコン川を渡った」
とある。しかし私には、公衆衛生という領
域はそもそもルビコン川を渡ることが前
提であるように思える。
　大学院で最初に習ったのは、公衆衛
生とは極めて実践的な学問であるとい
うことだった。PR会社勤務の後、公衆
衛生を学ぶために進学し、この本を読ん
だのは学生生活が5カ月を過ぎた頃だっ
た。本を読むことで授業での学びと現実
が繋がり、またその背景が理解できたこ
とで、パズルのピースが埋まっていくよう
な高揚感を覚えた。
　授業で教授がこんな話をしていた。

「そのボタンは本当に押すべきボタン

か。そのボタンを押すことは現場に不利
益をもたらさないか」。分水嶺ではまさ
に、専門家がどのボタンを押すべきかに
悩み、葛藤し、決断していった様子が描
かれている。

＜推薦者プロフィール＞
十数年のPR会社勤務の後、ヘルスコ
ミュニケーションを学ぶために東京大学
大学院医学系研究科公共健康医学専
攻に進学。現在は自身の研究の他、国
立がん研究センターでインターンとして
研究に携わる。

長澤知魅
（ながさわともみ／東京大学大学院生）

書  評 プラス

新入会員が勧める一作

『分水嶺　
ドキュメント コロナ対策専門家会議』

河合香織 著
岩波書店　(1,980円 税込)

なんか変だよねシリーズ　
「地域包括システム」、「電子カルテ」、

「診療報酬」
全3巻　著者　長 英一郎ほか

(各巻Amazon Kindle版1,000円～、
ペーパーバック版1,540円～　税込)



Medical Journalist 8

● 毎号、お楽しみいただいてまいりました松井寿一さんの「冗句茶論（ジョーク・サロン）」は、今号で掲載を終了いたします。
　 通巻39号（2003年7月発行）から20年余にわたり、ご執筆いただきました。厚く御礼申し上げます。なお、次号に松井寿一さんにこれまでの思い出話などをまとめていただき、
　 掲載を予定しています。 

2022年度新入会員のご紹介

入会月 氏名 所属
2022 年 4 月 山田郁子 フリー（編集記者）、子育て世代の課題解決・活動に取り組む『tsu.wa.ru』代表　　　　
2022 年 4 月 滝 　順一 日本経済新聞　　編集　総合解説センター　特任編集委員　　
2022 年 4 月 井艸 恵美 東洋経済新報社　記者

（敬称略、順不同、希望された方のみ掲載）

　事務局便り　

●企画委員会が開催されました
　新型コロナウイルス感染症パンデミックが始
まって2年半超。昨年末までは目まぐるしく状況
が変化しました。企画委員会が中心となって
開催する講演会も、この状況に合わせねばな
らず、今年初めまでは2020年秋に開催した委
員会での提案や理事などからの随時推薦が
あった講師候補を軸に開催してきました。
　今春から状況が落ち着いたこともあり、コロ
ナ禍当初に開催が決まりながら、無期限延期
のままになっていた講師の先生方に改めて開
催をお願いし、ようやく実施にこぎつけました。

そこで6月末に久しぶりに委員会を開催し、改
めて委員会の位置づけや今後の開催方針な
どを議論しました。これらを踏まえて現在、秋
以降の開催を準備しています。あとは開催の
障害になりそうな第7波が小規模で収まるのを
願うのみです。
●協会ホームページ編集・管理の
　お手伝いいただける方を募集中
　すでにMEJA通 信でも告 知いたしました
が、協会の最新情報を提供しているホーム
ページの制作をお手伝いいただける会員ボラ
ンティアを募集中です。条件はWixエディタで
の制作経験がある方。お手伝いしていただけ

る方には広報・会報委員会に所属していただ
きます。「お手伝いできます」という方は、事務
局までぜひご連絡ください。 　　（村上和巳）
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寅年になっても皆んなマスクをしたま
まである。タイガーマスク。

　ビールはのどごしというが、噛ん
(缶)で飲んでる。

　ある魚を叮嚀にいうと奉行所になっ
てしまう。おしらす。

　四文字の食べ物の名前の上をとると
卯の花となる。塩辛。

　花とカメラの名前の楽器。バラライ
カ。

　間延びした顔は島に咲いている蘭の
花である。しまらん。

　島に住んでいる人は冬眠(島民)。

　現役の幕の内力士の中でマメな人
は？遠藤マメ。

　鳥の中で一番誇り高いのは鶏である。
プライドチキン。

　死んだ人から電話がかかってきた。
シガイ電話。

　出張中の山梨県から自宅へ電話をか
けた。コウシュウ電話。

　山梨県の名産品の一つにアワビの甘
煮がある。海がないのに、というとカ
イの国。

　山梨県と香川県の人が共同事業をす
るので融資を頼んだが、貸してくれな
かった。甲斐讃岐だから。

　楽屋で噺家の師匠が「上着をとって
くれ」といったら、弟子が鰻を注文し
てしまった。

　普段着のままでパリへ行ってくると
いった師匠がいた。よくよく聞いたら
ハリだった。

　フランスヘ渡米したといった人がい
る。渡仏というんだと教えたら、イギ
リスは？と聞く。渡英だといったら地
下鉄で行けるんだ。
　

またアメリカへ行きたくなったという
のでてっきり行ったことがあるのかと
思ったら、前にも行きたいと思ったの
だという。

　なんでも欲しがる子供は乾燥した果
物である。ほしがき。

　子供が毎日読む数字は？暦(子読み)。

　冷蔵庫に入っている料理は、和、洋、
中のどれか。中である。冷やし中か。

　機内サービスで飲み物を持ってきて
くれたがマスクをしているので声がよ
く聞こえない。マスクを外してくれと
いったら「お客さま、イヤホンを外し
て下さい」。

　大相撲のテレビ中継は海外にも。力
士はスモウレスラー、横綱はグランド
チャンピオン、大関はワンカップ。

　密はいけないと劇場は座席を一つ置
きに空けた。誰もいないのに「相手い
る」。

　何を食べてもいい席がある。空（食
う）席。

冗句茶論
（ジョーク・サロン）

松井寿一




